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盆地研究から中心地研究ヘ
一一東北大学を中心とする1960年以前の都市地理学研究の動向一一
はじめに
本特集において私に与えられた課題は， 「初期の
都市研究はどのような情報に基づき， どこから始
まったか，その当時の研究環境 ・雰囲気はいかが
なものであったのか」 ということについて， 「東北
大学における状況Jについてまとめるというもの
であった．ご依頼を受けた当初は，「その当時の研
究環境・雰囲気」であれば，私が東北大学に在学
していた頃の諸先生や諸先輩の思い出話を伺い，
現在の東北大学大学院の地理学教室の資料を探索
すればある程度のことは書けるのではなかろう
か， という気軽な気持ちであった．しかし，いざ
とりかかってみて自覚させられたのは，自分自身
がいかに都市研究に真面目に取り組んでとなかっ
たのか，という事実であり，そもそも渡辺良雄先
生の研究論文， とくに英文の論文については図表
を散見した程度であり，翻訳を試みたこともな
かったということであった さらに，東北大学地
理学教室の建物が，耐震補強工事のために2003
年早々からすべての図書 ・地図 ・資料（その中に
は過去の卒業論文，博士論文なEも含まれていた）
などが段ボール箱に梱包されてしまい，工事の終
了までは開梱の予定はない， という状況になり，
全く途方にくれてしまった次第である．また，諸
先生 ・諸先輩からの聞き取りについても，それぞ
れ高齢になられ，体調を崩されているなど，なか
なか困難な状況であった．個人的な状況としてそ
れに加わったのが私の転任であり，私自身の図書
や抜き刷り，雑誌論文のコピーなどが未だ日本女
子大学の研究室の中の段ボール箱の中に眠ってお
り，開梱しようにも置き場がない状態に困窮して
いるという事情があった．
このような中で，阿部和俊（2003）による「20
世紀の日本の都市地理学」が刊行され，その中で
第2次世界大戦後の都市地理学研究の初期の動向
についても包括的な展望が行われており， 自分が
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与えられた課題に応える方策に光を与えてくれた
ように思われた．そこでは， 1960年以前に刊行さ
れていた都市地理学研究の学術誌としては，『地理
学評論』，『人文地理』 とならんで『東北地理』が
主要なものであり，その状況は『経済地理学年報』
と『地理科学』が刊行された 1960年代に至っても
同様であったということが示されており，東北大
学を中心とする当時の都市地理学研究が，日本の
都市地理学研究の一つの核心をなしていたのは紛
れもない事実であり，東北大学を中心とする都市
地理学研究の特色の一部でも明らかにすることが
できるならば，日本の戦後の都市地理学研究の特
色を明らかにすることにもつながる，という確信
を得ることができたまた，東北大学理学部地理
学教室の英文紀要として， 1952年から刊行され
た，TheScience Rφorts of the Tohoku University; Sev-
enth Series (Geography) （以下，単にScienceReports 
と呼ぶ）が海外の学術機関に広く交換雑誌として
配布され， とくに人文地理学の分野においては日
本の地理学の状況を知る，貴重な窓口であったと
いうことを再確認するに至り，そこに 1960年以
前の東北大学を中心とする都市地理学研究が果し
た国際的貢献を検証することの意義を見出した次
第であった．
そこで，まず手始めに 1960年以前の状況につ
いて， r地理学評論』，『人文地理』ならびに『東北
地理』とScienceReportsに掲載された論文を主な
資料として，東北大学を中心とする都市地理学研
究を地理学界の中で位置づけるとともに，それら
の研究の特色とそのような研究が生まれてきた背
景についても探ってみたいと思う.1960年以前と
いう時代区分は特に意味があるわけではないが，
阿部（2003）や後述の田辺健一 （1975）の成果と
比較する上でも 10年の区切りが都合がよいとと
と， 『経済地理学年報』に都市地理学関連論文が多
く掲載されるようになる以前で， 地理科学学会が
設立される以前の状況をとりあげたいということ
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もあって，この時期を分析の対象とした．なお，
文中では敬称を略させていただくことをお許しい
ただきたい．
｜ 学術誌に見る 1960年以前の都市地理
学研究の動向一『東北地理』を中心とす
る分析ー
前述の阿部（2003）の著書ではその第4章が「第
2次世界大戦後の都市地理学」となっており，そ
の中で日本の都市地理学の潮流を整理した論文と
して，田辺（1975）の「日本における都市地理学
の発展一都市地理学研究者の研究系譜を通して
-J を取り上げている．田辺はこの時はすでに東
北大学理学部の地理学教室を離れ，東北大学教育
学部教授を経て，宮城教育大学教授の職にあった
が， 1947年から 1957年までの 10年間にわたり東
北大学理学部地理学教室助教授の職にあり，渡辺
良雄をはじめとする多くの都市地理学研究者を育
て上げ，いわば東北大学における都市地理学研究
の源流を生み出したともいえる研究者であるた
め，その展望論文を特に取り上げてみたい．この
論文は田辺がその末尾で述べているように，日本
地理学会50周年にあたり，特別出版物として刊
行されたGeographyin Japanの都市地理の部の一
部の原稿に若干手を加えたものであった．阿部
(2003）も述べているように，この論文の中で田辺
は地理学評論の復刊が成った 1947年以降， 1974
年頃までを日本の都市地理学の第2隆盛期（第1
隆盛期は戦前の 1930～1939年）と位置づけてい
る.1974年頃で隆盛期が終わったとする根拠につ
いては，余り明確に述べられてはいないが，日本
の地理学界の中でもっとも活発に活動した研究者
の集りであった，都市化研究委員会が1964年に
解散したととや，その後1970年代前半にかけて
都市地理学関連の出版物の刊行が相次いだが，執
筆者は戦後から 1950年代までに研究論文で名前
を出した人々ばかりであり，（後継者が十分に育っ
ていない）ということなどの点を田辺は指摘して
いる．
この論文の中で田辺は戦前から戦後（1973年ま
で）の学会機関誌に掲載された都市地理学研究論
文を研究領域別に集計しており，戦後に関しては
円也理学評論』， 『地学雑誌』，『東北地理』，『人文地
理』の掲載論文の中で，「都市内部J，「都市圏J'
「郊外」，「都市人口J，「歴史地理」，「外国都市」に
関する論文を都市地理学の研究論文として集計し
ている．との集計によると，論文の点数では戦後
は『東北地理』の掲載論文は 138本となっており，
rt也理学評論』の約8割程度であるが，『人文地理』
の104本を大きく上回っている．中でも都市内部
の研究に関するものが104本であり，『地理学評
論』のそれ（109本）にほぼ匹敵し，『人文地理』
の48本を大きく上回っている．しかし，この論文
の中で田辺が示している毎年の論文数を示す侍図
によると，『東北地理』の都市地理学の論文数は
1965年以降，急速に数を増やしており， 1960年以
前は『人文地理』のそれをも大きく下回っていた
ように示されている．
一方，阿部（2003）は前掲書第4章第1節の「（2)
学術誌からみた状況」の中で，『地理学評論』，『人
文地理』，『経済地理学年報』，『東北地理（季刊地
理学）』，『地理科学』に掲載された論文の数を集計
している．この集計において阿部は「何をもって
都市地理学の論文とするかは意外にむずかしい作
業である．都市を研究するのか，都市で研究する
のかという問題もある．筆者は前者を基本的に都
市地理学の目的としているが，後者の場合でも，
いわゆる都市機能の研究は最終的には都市研究を
目指しているものとしてとりあげているものが多
い」（阿部， 2003p.69）と述べているが， どの範
囲を都市地理学の論文としたのかについては明確
には述べていない．ただ，第2節以降において，
「都市化・都市圏研究J，「中心地研究J，「都市シス
テム研究J，「都市の内部構造研究」についてそれ
ぞれ節を立ててまとめているため，これらの研究
を都市地理学の論文に含めていることは間違いが
なく，これらのカテゴリーをさらに都市の「点的
分析」，「面的分析」，「展望論文J，「分類不能J と
いう四つに大きく分けて整理している．
ととで問題になるのは 歴史地理的都市研究を
都市地理学の研究論文に含めるかどうかという問
題である．前述の田辺の論文においては「歴史地
理』という項目を立てているため，そのような論
文はその集計に含まれているように思われる．阿
部（2003）では，点的分析や面的分析の中の小分
類においてそのような項目がないため，歴史地理
的都市研究は含まれていないように恩われる．そ
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こで，田辺（1975）において「歴史地理」に分類
されている論文を除いて，付図のグラフを読み
取って集計した結果は，戦後の 1960年までの都
市地理学の論文数は，『地理学評論』が58本，「人
文地理』が35本，『東北地理』が26本となり，阿
部の集計数，『地理学評論」 28本，『人文地理』 25
本，『東北地理』15本よりもかなり多い論文数とな
る．このような違いはやはり「都市地理学の研究
論文」をどのように定義するのかによると思われ
る．例えば田辺（1975）では「郊外J という項目
があり，その中には都市近郊の農業や農業経済に
関する論文も含まれていると考えられるが，阿部
(2003）ではそれらの論文は含まれていないよう
に思われる また，田辺（1975）では都市の『内
部（合諸都市要素の分布）」の項目に含まれる論文
数を『地理学評論』 32本，『人文地理』 20本，『東
北地理』15本と数えることができるが，阿部では
面的分析の中の「都市の内部構造，都心， C.B.D.
など」に『都市機能全般」と「居住地・住宅地」
という分類を含めても，『地理学評論』で6本，『人
文地理』で7本，『東北地理』で10本を数えるに
過ぎず，この点で大きな違いを認めることができ
る．このように，同ーの資料を用いても都市地理
学の研究論文に含めるか否か，さらに都市地理学
のどの研究領域に分類するのかについては，研究
者によって大きな相違が認められる．そとで， 本
報告では3誌の論文の内容を独自に検討し，当時
において f現代都市」ーを研究することを目的とし
た人文地理学研究，ならび、に今日の都市地理学研
究につながる，「都市で研究する」ことを目的とす
る論文の範囲を次のように規定し，これらの範囲
に含まれる研究論文を「都市地理学の研究論文」
と判断したそして， 1947年から 1960年までの前
述の三つの学術誌に掲載された論文の中から「都
市地理学の研究論文」を選択し， 1955年以前と
1956年以降の二つの時期に区分し，そのページ数
についても集計した結果を第1表に示した．ここ
で用いた研究領域の範囲とは次のようなものであ
り，その領域に含まれる論文のタイ トルのキー
ワードを示した．これらの研究領域の区分は，そ
の研究がどのような地域構造あるいは，地域特性
を明らかにしようとしているのかに着目したもの
であり，例えば都市への通勤交通を研究対象とし
ていても，都市圏の地域構造を明らかにしようと
している研究と判断される場合には，「都市圏．商
圏Jの研究領域に含めているu
1）都市圏 ．商闇 ：圏構造，大都市の地域構造，
商圏2），流動圏，関係圏，サー ビス圏，交通圏，
経済圏，通勤人口，通勤交通，昼間人口，移
入市民
2）内部構造・商業地域 ・機能地域 ・商店街，中
心商店街，商業機能，繁華街，都市中心地域，
場末地域，商店の分布，内部構造，内部交通，
地価分布，十字街，金融街
3）都市機能・中心地論・都市群：中心地構造，
都市機能，サービス構造，核心階級構造，地
方町，都市群，都市分類，外出の指向性
4）都市化 ・都市誌・都市形態・都市景観 ・都市
論 ・都市問題 ・外国都市の研究：都市化，都
市の発達，衛星都市，近郊都市，都市変貌論，
戦災都市，大都市主義都部分化，都市景観，
坂の影響
5）都市地理学研究の展望
以上の研究領域のいずれかに含まれる研究を
「都市地理学の研究」に分類したが，その研究対象
が都市地域であっても ’交通流動や人口移動の地
域構造を解明しようとする研究は含めなかった．
また，中心地論の研究ともいえる研究であっても，
その研究対象が町村であり，市制を施行している
集落を対象に含んでいない場合，あるいはそのよ
うな都市との結合関係を研究対象としていない場
合には，都市地理学の研究には含めなかった 「都
市」を対象としている研究であっても，近世以前
の歴史的都市を対象とし，かつ現代都市との関連
について論じられていない場合は，歴史地理学の
研究と考え，都市地理学の研究には含めなかった
また，当然ながら都市地理学の研究がとれら五つ
の分類のいずれかに明確に分類されるわけではな
く， 二つ以上の領域に及ぶ研究が数多くみられた
が，その主な研究領域によっていずれかの領域に
分類した
以上のような取捨選択と研究領域の分類の結果
をもとにして，三つの学術誌における戦後の 1960
年までの都市地理学の研究の特色を『東北地理』
の位置づけを中心にしてまとめると次のようにな
るであろう．
1) 1955年以前と 1956年以降とを比較すると，
1955年以前においては，『東北地理』の論文点
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第1表 戦後から 1960年までの都市地理学の研究動向
研 勾プh1J 領 域
雑誌名 都市圏 ・商圏 内部構造 ・機能地域 中心地論 ・都市群 都市化・都市誌 展望 合計
論文数 頁数 論文数 頁数 論文数 頁数 論文数 頁数 論文数 頁数 論文数 頁数
地理学評論 8 77 2 21 2 11 4 34 。 。 16 143 
人文地理 1 4 3 23 4 52 8 70 1 10 17 159 
1955年以前
東北地理 7 68 7 48 2 27 2 11 。 。 18 154 
小計 16 149 12 92 8 90 14 115 1 10 51 456 
地理学評論 4 52 5 55 3 31 3 37 1 30 16 205 
人文地理 4 37 2 31 2 24 3 24 4 54 15 170 
1956年以降
東北地理 1 6 5 71 。 。 。 。 。 。 6 77 
小計 9 95 12 157 5 55 6 61 5 84 37 452 
地理学評論 12 129 7 76 5 42 7 71 1 30 32 348 
人文地理 5 41 5 54 6 76 11 94 5 64 32 329 
全期間
東北地理 8 74 12 119 2 27 2 11 。 。 24 231 
合計 25 244 24 249 13 145 20 176 6 94 88 908 
注）各学会誌の大きさは，人文地理はA5版，地理学評論は 1958年までA5版，東北地理は発刊当初から B5版であり， B5版の場合は頁当りの字数はA5版の約 1.6倍であることを考慮す
る必要がある．
数，頁数ともに他の2誌とほぼ同等であった
が， 1956年以降はそれが急減し，他の2誌の
半分以下となる．
2）研究領域においては，『東北地理』は「都市圏」，
「内部構造・商業地域・機能地域jの比重が高
く，『人文地理』は 1955年以前は「都市群・
地方町J，「都市化・都市誌Jの比重が高かっ
たが， 1956年以降は「都市圏」ならびに展望
論文が多くなっている．『地理学評論』は 1955
年以前は「都市圏 ・生活圏J， 「都市イじ ・衛星
都市Jに関する論文が多いが， 1956年以降は
特に比重の高い領域はなかったといえる．
3）『東北地理』は 1960年までの24本の論文の
中で，渡辺良雄の5本，田辺健一の4本が大
きな比重を占めており，貰数では過半を占め
ている．これに対し，『人文地理』では木地節
郎の4本が最大であり，他の著者はすべて2
本以下と著者の数が多いことが特徴である
『t也理学評論』では山鹿誠次の5本が最大であ
り，他の著者は3本以下であるが，『人文地理』
に比較するとやや特定の著者に集中してい
る．
4）『東北地理』は当時において，唯一，英文の論
文を掲載している．しかもその頁数の比重は，
1955年以前において 49%,1956年以降にお
いては75%を占めている．その著者は藤本玲
子，渡辺良雄，田辺健ーの3人に限定されて
おり，いずれの論文も ScienceReportsの論文
がそのまま r東北地理』に綴じこまれたかた
ちであり， r東北地理』としての通し頁数が割
り当てられていないこともあった．このよう
な『東北地理』の編集方針は， 1952年から
1958年まで続いており，1954年から 1958年
までの『東北地理』の各巻の4号はその年，
あるいは前年のScienceReportsから英文論文
が転載されて編集されていた．同一論文が二
つの刊行物に掲載されたということは，その
後の文献目録の作成などにおける混乱のもと
となっており，その問題については後でも触
れたい．
5）『東北地理』の論文24本の中で，東北大学地
理学教室の教官が著者である論文，あるいは
同教室の卒業論文ならびにそれに準ずる論文
がほぼそのままのタイトルと内容で掲載され
た論文が14本を数え，過半を占めている．そ
の意味で，ScienceReportsの論文が転載された
ことも併せて考えると，当時の『東北地理』
が同教室の学内紀要の性格を有していたこと
は否定できない．この点は，『人文地理』と京
都大学地理学教室，あるいは『地理学評論』
と東京大学地理学教室ならびに東京教育大学
地理学教室との関係とは大きく異なってお
り，『東北地理』の論文が東北大学関係者以外
の研究者によって引用されることが少なかっ
たことの大きな要因であったといえる．一方
で，卒業論文や助手の論文が掲載されたこと
から，著者の平均年齢が若く，若手の論文が
多かったといえ，未完成ながらも大胆な模式
化などを試みた論文が多かったともいえる．
これに比較して，『人文地理』や『地理学評論』
では，完成された研究者の論文が多く，若手
の論文は比較的少なかったといえる．
以上，述べたように 『東北地理』と東北大学地
理学教室とは密接不可分の関係にあったといえ
る．そこで，当時の東北大学地理学教室の都市地
理学研究に見られる特色をさらに検討し，そのよ
うな特色がどのような学問的環境の中から生まれ
てきたのかについて，推測も交えながら次章で整
理してみたい．
Il 東北大学地理学教室の「学風」と都市地
理学研究
東北大学の理学部に地理学講座が設置されたの
は，第二次世界大戦の敗戦直前の 1945年4月で
あり，その時の初代教授は東北大学法文学部講師
から移籍した田中舘秀三であった（東北大学理学
部地理学講座開設50周年記念事業実行委員会，
1995）.田中舘は東京帝国大学地質学科を卒業し，
東北帝国大学農科大学（後の北海道大学）の水産
学科の海洋学の講師 ・助教授を歴任したその後
モナコに留学，後にナポリ大学の講師などをつと
めたが， 7年間という長い留学となったため，帰
国後，全く分野の異なる法文学部に所属すること
になったと思われる． しかし，田中舘は昭和の初
めから戦時中にかけての地理学評論に，高橋幹夫
や山口嬬一郎などと共著で，東北地方における市
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場圏などの研究（田中舘 ・山口， 1942）を4本発
表しており，地理学の分野では人文地理学の論文
の方が多く，法文学部においても経済地理学の講
義を担当していた そして 田中舘の経済地理学
の講義ノートは，当時田中舘の助手をしていた富
田芳郎が作成していたとされている3）.このこと
が後に地理学講座の教授に就任する冨田の人文地
理学に対する研究姿勢に大きく関わってきたと思
われる．発足当時，田中舘教授以外の地理学講座
の教官は田山利三郎と曽根広であり， ともに東
北大学理学部の地質 ・古生物学科から移籍のかた
ちで赴任し，敗戦直後には陸軍気象部から，後の
「修正ウィ ーパ一法」の論文で知られる土井喜久ー
が赴任し， 1年余という短い期間ではあるが助手
をつとめていたことが興味深い．問中舘教授が
1946年に退官した後，地理学科が開設され，地理
学講座ー講座で出発している．その後2年聞は岩
石鉱物鉱床学科の高橋純ーが兼担のかたちで教授
を勤めたが，その聞に 1947年2月には地質調査
所から田辺健ーが， 9月には台北帝国大学から富
田芳郎がそれぞれ助教授として赴任し， 1948年4
月に冨閏が教授に就任することによって， 1960年
度までの一講座体制がようやく整ったといえる．
このような地理学講座（以下，地理学教室と呼
ぶ）において，都市地理学研究を主導したのは田
辺であったといえるが教室の「学風」という面
では冨田の地理学観が大きな影響力を持ったとい
える．前述したように，冨田は戦前において田中
舘の助手として，経済地理学の講義ノートを作成
し，台北帝国大学時代の1929年には，そのノート
をもとにして， r経済地理学原論』と題する著書を
古今書院から発行している．その後の冨田の研究
は台湾の地形を中心とするものであったが，冨田
の人文地理学に対する姿勢はこの『経済地理学原
理j によく表れているため，その冒頭の文を以下
に引用する．
「従来の自然地理学は人文地理学と相対立せし
むべきものでなく，自然地理学といはれた内容は
地理学の基礎となるものであるから，下に置き人
文地理学と上下の関係に立つべきものと考へるの
である 地理学の何れの方面の研究に於ても自然
地理学的基礎の上に立たぬものはないのである．
次に地理学に三大部門を設けるならば，全く別な
意義に於ける，自然地理学と人文地理学との対立
をなさしめたい．即ち自然地理学は，自然現象を
自然科学的に系統を立てて排列し，とれに従って
人類生活に及ぼす自然的影響を研究する部門と
し，人文地理学は人文現象を人文科学的に系統立
てて排列しこれに従って自然的影響或は自然的意
義を自然科学的に開明せんとする目的を有するも
のとしなければならぬと思う．……中略……かく
して地理学は自然科学と人文科学との中間にある
が知き腰味なものではなく，自然科学としての純
粋な立場を持って居ると考へるJ（富田， 1929pp. 
4-6）.冨田は法文学部助手の時代には，「経済統計
実習」を田中舘に代わって講義したこともあり，
人文地理学の研究においても，数量化，図表化，
とくに地図による研究やモデル化，フィールド・
ワークなど，自然科学的実証を重視した研究方法
を奨励したと考えられる
冨田の研究姿勢のもう一つの特徴は自然地理学
と人文地理学との融合による地域性の解明という
方向であり，「環域（Environmentalarea）」という
言葉でとの地域の総合性を表現している．冨田は
『東北地理』1巻1号の巻頭において，「地理学の在
り方Jという論文を発表し，その中で，「地理学の
研究対象は環域である」と次のように述べている．
「前項の終りに地理学の研究対象は地域であると
云ったが，地域というとその文字からして陸地の
表面だけに限られるようであるが，そうではなく
て或る広がりの空間を指し，水域も含み，文それ
と接触する気界の一部をも合み，更にその中に住
む人類及び種々の生物の生活をも採り入れての，
現実の地球表面の一部を指すものであり， Oec-
umeneといって人類の生活空間に限定するもの
でもない．以上の意味で地理学研究の対象となる
べきものを環域（Environmentalarea）と称するこ
とを提案するJ （富田， 1948,p. 2）.そして田辺
(1951, p. 1）も『東北地理』における彼の最初の
都市地理学の論文の言頭において，「一般に地価は
土地そのものがもっ生産力とそれが占める環域に
おける位置との函数とみられるが，都市内部の地
価，すなわち宅地と呼ばれるものの地価，別の言
葉でいえば住宅地や第2，第3次の産業に利用さ
れる土地の価格は，殆ど位置だけで決定される．
しかもその位置とは単に空間的位置だけではな
く，個有の環域におけるものであるため，都市の
地価は複雑な総合的性格をもってくるJ と延べ，
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「環域Jを「自然環境とともに社会環境をも考慮、に
入れた総合的な環境地域」と自然的要素と人文的
要素を複合した実体と定義している．田辺は 1949
年には「猪苗代湖岸の地形概報J（田辺， 1949a）と
題する論文を『東北地理』に発表しており，地理
学教室が理学部に開設されたこともあって，当時
の教官達が自然 ・人文の両分野の研究を行ない，
人文地理学を志す学生であっても， 自然科学の研
究方法を修得させるととを目指していたことは明
らかである．渡辺もその最初の論文は「猪苗代湖
北岸地方の流水飲用形態」と題するものであり（渡
辺，1951），今日での 「水文学」の領域ともいえる
論文であった．
このような富田の「環域」研究の方針が具体化
されたのが，当時の地理学教室による『盆地研究J
であったといえる．すなわち， 一つの「閉じられ
たJ地域としての「盆地」が格好の「環域」研究
の対象とされたと思われ 富田の主導のもとに最
初に総合的な調査が行われたのが山形県の新庄盆
地であった（1951年卒の四津隆一東北学院大学名
誉教授談）．そして，『東北地理』においても 1954
年には，新庄盆地を対象地域とする英文の論文が
10本（そのすべてがScienceReportsからの転載で
あり，渡辺良雄（Watanabe, 1954）と藤本玲子
(Fujimoto, 1954）の都市地理学の研究が各1本合
まれている）, 1955年には渡辺良雄（1955）の集落
地理学の邦文論文1本が掲載されている．その後，
1956年には 『東北地理』に米沢盆地を対象地域と
する英文論文が7本（そのすべてがScienceReports 
からの転載であり，田辺健一（Tanabe,1957）の
都市地理学の研究が1本合まれている）掲載され
ている．これらの 「盆地研究」の構成はまさに自
然地理学と人文地理学とを密接不離の関係とし
て，盆地を論じたものであり，人文地理学の論文
においても自然環境の影響を強く意識したもので
あった．
さらに当時の東北大学の地理学教室の特色とし
て挙げることができるのが，ScienceReportsを中心
とする英文報告への傾斜であり，冨田教授のもと
では，「何はともあれScienceReportsに執筆せよと
いう指導がなされた」（田村俊和前東北大教授談）
とのことであるそして，このScienceReportsカf日
本における地理学の分野での英文による定期刊行
物の最初のものとなり，海外の研究者が日本の地
理学の現状を知る貴重な情報源となった， という
ことは特筆すべきことであろう．
このような富田の影響とともに，田辺の影響を
当時の東北大学地理学教室の都市地理学研究に色
濃く認めることができる．田辺の都市研究の特色
はその最初の都市地理学の論文ともいえる， 1949
年の「破壊された都市景観の再編現象一仙台の例
」（田辺，1949b）にすでに現れているといえる．
それは論文中の「破壊景観の強度分布図Jに見ら
れるような都市地域内の現象の等値線による表現
であり，「都市内部の人口密度の変化概念図」に見
られるような模式化の手法である．そして， 1951
年の地価分布に関する論文では，今日でのメッ
シュサンプリングに相当する方法で地価の分布を
表現する方法を採用しており，実証的・数量的分
析が適用されている．田辺の研究方法はその後の
Reiko FujimotoやYoshioWatanabeの論文にも強
く影響を与え，渡辺の中心地論の研究を生み出す
に至ったと考えられる．
IV 「盆地研究Jから「中心地研究』ヘ－渡
辺良雄の研究を中心として一
前節で述べた最初の総合的「新庄盆地研究」の
多くの論文が発表される前年の 1953年に， Reiko
Fujimoto (1953）の商店街研究，ならび、にYoshio
Watanabe (1953）の都市の圏構造に関する研究が
Science Reportsに掲載されているが，これらの論文
の中で用いられた研究方法が，後の東北大学地理
学教室の都市地理学の研究に少なからぬ影響を与
えているように思われる．例えば， Fujimotoが都
市内部の商店街を地域区分するために導入した
“shop ratio”の指標は，最初は富田（1942）が台湾
の都市の研究に用いたとされるが， Watanabe
(1953）も同様の指標を用いており，その後の商店
街研究にも利用されていった．さらに，各商店街
の店舗 ・事務所構成を a)concentrating shops, b) 
dispersive shops, c) collective offices, d) localy con-
centrating shopsという四つの分類によって表し
て，商店街の機能分類を行なうという方法は，桑
島（1956,1960）にも導入され，その後の商店街
研究に応用されている．
Watanabe (1953）においては，様々な方法で都
市の同心円構造が検証されているが，外帯ともい
? ? ?
?
える郊外の農村集落については，567世帯に対す
るアンケート調査によって，仙台市内から排出さ
れる下肥を肥料として用いている農家の割合なら
びに生産された野菜を仙台市に販売する農家の割
合を仙台市からの距離帯別，かつ所有耕地面積別
に折線グラフとして示している．この表現方法が
その後の渡辺による中心機能の「出現頻度Jによ
る分類に類似する点があるのが興味深い．渡辺は
同年に福島県猪苗代盆地をフィールドとして，猪
苗代湖の南北の集落について，50項目のサーヴイ
スを，村内，地方町，都市という三つの階層のど
のレベルから供給されているのかによって，サー
ヴィスの種類を分類し 近隣サーヴィスの最小単
位が店舗l軒当り， 40戸相当の供給範囲を必要と
することなどを指摘し 後の中心地研究のてがか
りとしている（渡辺， 1953）.また，同論文の中で，
会津若松市と郡山市のサーヴィス圏の境界とし
て，「アポロニウスの円Jを描いており，渡辺が西
村睦男（1965）の論文より 10年以上前に，商圏の
設定に関してラウンハルトなどの理論を応用して
いたととを示している．しかし，この論文は注釈
などが不備であり，渡辺がどの論文から「アポロ
ニウスの円Jの理論を知るに亙ったのかが不明で
あることが残念である．
Watanabe (1954）はクリスタラーの中心地理論
を導入した日本の地理学界での初めての研究論文
であると思われる．この論文の目的について
Watanabeは，中心地理論そのものを議論しようと
するものではなく，その原理の中で想定されてい
る多くの体系の中から日本におけるサーヴィスパ
ターンの一つを抽出することにあり，そうするこ
とによってクリスタラーの理論に何がしかを付け
加えることができるようなサーヴィスパターンの
形成機構の可能な解釈を示すことを目的とする，
と述べている.Watanabeが参考文献に挙げている
クリスタラーの著書（Christaler, 1933）は 1933年
にJenaで出版されたドイツ語のものであるが，と
の著書は東北大学の図書館には所蔵されておら
ず， どのようにして渡辺がそれを読むに至ったの
かについての詳細は不明である．しかし，阿部
(2003）も述べているように，すでに木内（1951)
において，この著書が日本で紹介されており，木
内と戦前に共同研究も行っている田辺を通じて，
渡辺がクリスタラーの中心地理論を知るに至った
と考えられる.Watanabe (1954）の論文の前半は，
猪商代盆地における地方サーヴィス圏の分析方法
に類似しているが，後半においては，クリスタラー
の中心地理論の中の「財の供給範囲の下限」につ
いて検討し，新庄盆地の人口分布に照らしながら，
サーヴィスの次元ごとにその下限人口を検討して
いる．このような検討も日本の地理学界において
は最初の試みであったと恩われる.Watanabeはこ
の論文においても，盆地ならびにその中の丘陵，
扇状地，河岸段丘などの地形がサーヴィスパター
ンにどのような影響を与えているのかについて検
討しており，冨田が主唱する「環域J としての新
圧盆地の地域性の解明につながる研究を目指して
いたことが伺える．
このような 「盆地研究」から発展したのが，日
本の中心地理論研究の出発点ともいえる，Wata-
nabe (1955）の論文であるといえる．その論文につ
いては，すでに多くの先学が紹介してきたところ
でもあり，紙幅もつきてきたため，ここでは多く
を語ることはしないが，その論文は，森川（1980)
が述べているように，中心地の階層区分の客観的
方法の中で，「渡辺良雄（Watanabe,1955）の開発
した頻度折線法（仮称）は特に優れたもので，わ
が国の研究者だけでなくスウェーデンのヤコプソ
ン (Jacobson,1958）によっても利用された」，と
高く評価されている（森川，1980,pp. 369 372). 
V おわりに
以上，述べてきたように，東北大学理学部の地
理学教室は， 1960年までにWatanabe(1955）の論
文に代表されるような，いくつかの優れた都市地
理学の研究を生み出してきたといえる．しかし，
そのWatanabe(1955）の論文を日本で最初に引用
したのは，森川（1959）であると考えられ，上述
のJacobson(1958）の論文が発表された後のことで
あった．このことに象徴されるように， ScienceRe-
portsは主に海外の地理学研究者によって読まれ
ることとなり，日本国内ではともすれば見逃され
てきたといえる心．これは，今日の学会誌では英文
論文の比率を増加させようとしているが，圏内研
究者が国内の英文論文を読むことがそれ程多くは
ない，という状況が以前から続いてきたというこ
との結果ともいえる．また， Scie町 eReportsの論文
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がそのままのかたちで r東北地理』に転載される
ということは，今日の学会誌の常識では考えられ
ないことであり，その刊行スケジュールが不安定
であったことと相まって， 1960年以前の『東北地
理』の地理学界における普及が不十分であった，
ということの影響もあったと思われる．
また，前述の通り，東北大学地理学教室におけ
る当時の都市地理学の研究は，田辺健一，藤本玲
子 （後に渡辺玲子と改姓），渡辺良雄の3氏を中心
として，田辺の指導力のもとで推進されていたと
いえるため， 1957年に田辺が教育学部に移籍し，
1960年に両渡辺が都立大学に転出した後は，卒業
論文における都市地理学の研究は大きく減少し，
卒業論文や修士論文をもとにした都市地理学の論
文が『東北地理』やScienceReportsに掲載されると
ともほとんどなくなってしまった
以上のように 1960年までの東北大学の地理学
教室における都市地理学の研究を回顧してみる
と，その地理学界における貢献度の高さを再認識
するとともに，そのような伝統を受け継ぐことが
出来なかった者として，誠に自責の念に耐えない
次第である． しかし，渡辺良雄を源流とする中心
地理論の研究は，その後，朱京植，西原純，
石津孝，寺谷亮司，池沢裕和などによって復活
し，かつ脈々と受け継がれてきており，今日，日
野正輝が人文地理学講座を主宰していることに
よって，今後も絶えることなく日本あるいは海外
の都市地理学研究に影響を与え続けることが期待
されている．
稿を閉じるに当り，当時の状況についてお話し
いただいた，長谷川典夫先生，桑島勝雄先生，四
津隆一先生，田村俊和先生ならび、に貴重な資料を
お貸しいただくとともに 一時保管中の卒業論文
などの閲覧などにご協力をいただいた，日野正輝
先生を始めとする東北大学地理学教室の方々に，
末尾ながら深甚の謝意を表し，一昨年（2002年）
十七回忌を迎えられた渡辺良雄先生のご冥福を心
からお祈り申し上げたい．
（日本女子大学人聞社会学部）
：主
1）このような分類は戦後から 1960年までの時期
の日本の「都市地理学の研究論文Jを選択し，分
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類するためのものであり それ以前やそれ以後の
時期，さらには日本以外の学術誌の研究論文の選
択や分類に適用できるものではない
2）ただし，都市内部の小売商圏については後述の
都市商業の領域に含める．
3）富田（1983,pp. 76-79) 
4）例えば， Ogasawara(1969）の都市の高層イじに関
する論文を，戸所が都市空間の立体化に関する論
文の発表当初は引用していなかった，ということ
もそのような状況を実証している
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